
前橋スマートシティ実行計画（前橋市）

人口減少・高齢化進展に応じて、まちのカタチやサービスの在り方を変えていく「新た
なまちづくり」が求められている。その実現に向けて「空家対策」を手掛かりとして分野
横断、官民連携の取組を、産官学のデータを活用したEBPMで推進する。

⚫ 空き家実態調査等コスト
2017年度13百万円→ 2022年度4百万円

⚫ 新たな空き家実態把握モデルによるデータ活用に向けた実質的な協議を
行う事業件数 2020年度0件→2025年度3件

目標

取組概要

体制

将来像

スケジュール

2021年

画像データ活用の実証

2022年 空家モデルの実装
空家対策への活用

全庁的なEBPMを展開するにあたり、空き家対策（新
たな空き家実態把握モデル構築）から着手

民間データベンダ

事業全体統括
：東京大学空間情報科学研究センター

AIを活用した空き家実態把握モデル開発
：東京大学空間情報科学研究センター

庁内データ提供、新たな空き家実態把握
モデルデータによる事業・政策：前橋市

デジタルジオラマ開発・運用
：株式会社帝国データバンク

手法の他分野への適用検討
：株式会社三菱総合研究所
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2024年
（他地域での実装）

2022年
他地域との情報共有（他地域での実装検討）

2024年 実装2023-24年 開発実
証（ データをデジタルジ
オラマ上に表示）

2022年 他分野（健康・福
祉等）での適用検討

空家実態把握モデルで蓄積し
たEBPMノウハウの市内他分
野展開で、地域経営全般の

効率化推進

全市的なEBPMの推進
高速のPDCAサイクルマネジメントによる地域経営の実現

移動

新たな空家実態
把握モデルによる
空家対策の促進

有効活用

◆空家マッチング等
の利活用推進

外部不経済

◆防災・防犯上の対策が
必要な空家の特定 等 地域活動支援

◆自治会での見守り活
動への活用等

まちづくり

◆都市計画の策定
◆街なか居住誘導 等

空家の外観画像データ
（庭の荒れ具合）

多頻度高精度の空家推
定データを官民で活用、
高速PDCA推進

一定エリア内
の空家率

・・・

空家の築年数、
外観画像データ
（損傷度）

健康・福祉

子育て・教育

◆・・・一定エリア内
の空家率

全市的なEBPMの推進
高速のPDCAサイクルマネジメントによる地域経営の実現

EBPMノウハウの
他分野への展開

新たな空家実態把
握モデルの実装

多頻度高精度の空家推定データを官民連
携まちづくりに活用、高速PDCA推進

データベース（→データ連携基盤）AIを活用したデータ開発

住民データ
地域住民から寄せられる地域情報

庁内データ
住民基本台帳、固定資産課税台帳、

建築確認申請 等

民間データ
車両計測画像データ等

デジタルジオラマ
（棟単位情報を地図上に可視化）

デジタル
ジオラマ
の整備・
運用

EBPM
ノウハウ
蓄積

外部不経済
対策

空家有効
活用

まちづくり
他

推定モデルを使った空家実態把握の
コスト減、高精度化、多頻度化

高速PDCA、EBPM推進


